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据付説明書 熱源機　ESA301シリーズ
　

●据付は、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、熱源機の落下に

よるケガの原因になります。
●据付工事は、据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂、ケガの原因となり、また水漏れや感電、火災の原因

になります。
●設置工事部品は必ず付属品及び指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、熱源機落下・転倒、水漏れや、火災、感電、

冷媒漏れ、能力不足、制御不良、ケガなどの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が必要。
　換気扇等の換気設備を設けてください。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超え

ると酸欠事故に繋がるおそれがあります。冷媒である二酸化炭素の自然界濃度
は0.03～0.04％です。濃度が0.1％を超えると、人体に影響を及ぼし危険で
す。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
　冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故に繋がるおそれがあります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故に繋がるおそれがあります。
●熱源機を搬入する際、重量に適合したロープを熱源機の所定位置に掛けて行う。

また横ズレしないよう固定し、確実に４点支持で実施する。
　３点支持など搬入方法に不備があると熱源機が落下し、死亡や重傷の原因にな

ります。
●熱源機吊り上げ作業は玉掛け有資格者が行う。
　熱源機吊上げ時に吊り方が適正でない場合、吊荷が落下し、人身事故に繋がる

危険があります。
●熱源機吊り上げ時には吊荷の下に入らない。
　吊荷が落下したとき、死亡、もしくは重篤な負傷を負う危険がありますので、

吊り荷の下には入らないでください。
●20kg以上の製品は、1人で行わないでください。
●熱源機の据付は、満水時の重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、熱源機の転倒･落下等により、ケガの原因になり

ます。
●リモコンは、重量に十分耐える所に据え付ける。
　強度不足や取付に不備があると、リモコンが落下することがあります。
●台風などの強風、地震に備え、熱源機には所定の据付工事を行い、必ず基礎ボ

ルトで固定する。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になることがあります。
●電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」

「内線規程」及び据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う
　感電、故障や動作不良の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量、規格に適合した配線により工事をする。
　適合品以外の配線を使用した場合は、漏電、発熱、火災等の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外

力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
●熱源機間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、サービスパネ

ルを確実に取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因にな

ります。

●密閉された部屋で配管ロー付け作業をしない。
　酸欠事故の原因になります。
●ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　熱源機内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、

熱源機内を腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカー（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器

＋Ｂ種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　不適切なブレーカーを使用すると故障や火災の原因になります。
●オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取り付けは専門業者

に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になりま

す。
●給水側の水配管工事は、給水装置工事主任技術者が所属する、当該市町村水道

局指定の水道工事業者が行う。 
　据付不備があると、故障や水漏れの原因になります。
●シャワー給湯には、必ずサーモスタット付きの湯水混合栓を使用する。
　万一の機器故障時にやけどの恐れがあります。
●アース（接地）はＤ種設置工事を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないで下さい。

アース（接地）が不完全な場合は、故障や漏電のとき感電や火災の原因になる
ことがあります。またガス管にアースすると、ガス漏れの時に爆発、引火の可
能性があります。

●熱源機の設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（二酸化炭素）以外の
空気等を入れない。

　空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガ等の原因にな
ります。

●熱源機への接続電圧は三相200V以外は接続しないこと。
　指定以外の電源では電気部品の加熱、発火の原因になります。
●リモコンへの接続電圧は最大でDC18V。AC100V・AC200Vは接続しないこ

と。
　破壊･発火･火災の原因になります。
●サービスパネル、及びコントロールリッドは確実に取り付ける。
　サービスパネル類の取り付けに不備があると、ホコリ、水などにより、火災、

感電の原因になります。
●漏電しゃ断器を必ず取付け、作動を確認する。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズのみを使用する。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●ガス類容器や引火物の近くに据え付けない。
　発火することがあります。
●湿気の多い場所に据え付けない。
　浴室など湿気の多い場所に据え付けると、感電や火災などの原因になります。
●雨や雪が降ったとき、水たまりができて水につかるような所に据え付けない。
　感電の原因になります。
●梱包材の放置により他燃焼機器に吸い込まれ、異常運転となるおそれあり。
●梱包材の処置は確実に行う。梱包材にクギ等の金属あるいは木片等を使用して

いますので放置状態にしますと、ケガをするおそれがあります。また、梱包用
のボリ袋で子供が窒息事故の原因となりますので、必ず破いてから廃棄してく
ださい。

●燃焼器具と一緒に使用するときは、こまめに換気する。

熱源機

●熱交換器のアルミフィンには触れない。触れるとケガの原因となります。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギ等の金属あるいは、木片等を使用していますので放置状態にしま

すとケガをする恐れがあります。また梱包用のポリブクロで子供が遊ぶと窒息
事故の原因となりますので、必ず破いてから廃棄してください。

●熱源機の近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、熱源機内へのスパッタの浸
入を防止する。

　溶接作業時などに発生するスパッタが熱源機内に浸入した場合、ドレンパン等
に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。熱源
機内へのスパッタの浸入を防ぐため梱包状態のままにしておくとか、覆いなど
により必ずカバーをしてください。

●給湯配管の断熱は確実に行う。
　不完全な断熱では配管等の表面から放熱し、給湯温度が低下します。
●配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認する。
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因にな

ることがあります。
●ドレン配管は下り勾配（1/100以上）とし、途中山越えやトラップを作らな

い。またドレン配管のエア抜きは絶対に設けない。
　試運転時に排水が確実に排水されていることを確認する。また、転換、メンテ

ナンス作業のためのスペースを確保する。
●熱源機の運転中は必ず熱源機の出入口配管に設置されたバルブは開としてくだ

さい。出入口配管のバルブを閉じた状態で熱源機を運転すると、故障の原因と
なります。

●洗浄液やブライン等の廃棄は、法の規定に従って処分する。
　違法に廃棄すると、法に触れるばかりではなく、環境や健康に悪影響を与える

原因となります。
●飲料水水質基準に適合した水を使用する。
　水質の悪化は、故障や水漏れ等の原因となります。
●新鮮水が常に入るシステムでは、流量過大題に注意。
　水質によっては腐食により水漏れの原因となります。
●電源配線を熱源機間で渡ることは行わない。火災の原因となります。
●凍結防止対策を行う。
　系統内部の配管･部品や接続配管が破損することがあります。
●床面の防水、間接排水処理工事を行う。処理が不完全な場合、水漏れが起きた

場合、大きな被害につながる恐れがあります。
●貯湯槽や配管等からの万一の水漏れの2次被害防止のために、必ず完全な防水

と排水工事をしてください。
●給湯配管の高温部には触れないでください。高温部に触れると、やけどのおそ

れがあります。
   貯湯槽の熱湯排水は直接しないでください。やけどや設備側のパッキンを傷め

るおそれがあります。
●出湯温度は最高約90度。接続部パッキンの耐熱仕様に注意する。
　水漏れの原因になります。
●給水圧は最低でも0.1～0.2MPaを確保してください。圧損により、湯量や勢

いが不足するおそれがあります。
●貯湯槽内のお湯および配管内の水を排水してから作業を行ってください。
●減圧弁・逃し弁。および水弁関係の交換作業は止水弁を「閉」にし、お湯を排

水してから作業を行ってください。お湯がでてやけどするおそれがあります。
水が電気部品にかかり、感電するおそれがあります。熱源機内の配管は、熱源
機内の排水バルブとエア抜きバルブを使用して排水してください。

●腐食性ガス（亜硫酸ガス等）、可燃性ガス（シンナー、ガソリン等）、の発生、
滞留の可能性のある場所、揮発性引火物を取扱う所での据付け、使用は行わな
い。

　熱交の腐食、プラスチック部品の破損等の原因になることがあります。また可
燃性ガスは火災の原因になることがあります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保する。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になること

があります。
●熱源機を屋上あるいは高所に設置する場合は、転落防止のため、通路には恒久

ハシゴ、手すり等を、また熱源機周辺にはフェンス、手すり等を設ける。
　フェンス、手すり等がない場合は、設置場所からの転落によるケガの原因にな

ることがあります。
●病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器の近く、高周波の発生する機器

の近くでは据付け、使用しない。
　インバーター機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響による

熱源機の誤動作や故障の原因になったり、熱源機側から医療機器あるいは通信
機器へ影響を与え、人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音等弊害
の原因になることがあります。

●熱源機は、小動物のすみかとなるような場所に設置しない。小動物が侵入して、
内部の電気配線に触れると、故障や発煙、発火の原因になることがあります。
またお客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。

●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。傷んだまま放置すると熱源機の
落下につながり。ケガの原因になることがあります。

●次の場所への据付は避ける。
　・カーボン繊維や金属粉、パウダー等が浮遊する所
　・硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ等の機器に影響する物質の発生する

所
　・車両、船舶等移動するものへの設置
　・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）
　・高周波を発生する機械を使用する所
　・海浜地区等塩分の多い所
　・積雪の多い所（設置する場合、所定の架台、防雪フードを取付けることが必

要です）
　・煙突の煙がかかる所
　・標高1000ｍ以上の所
　・アンモニアの雰囲気にさらされる所
　・他の熱源から熱放射を受ける所
　・通風の悪い所
　・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
　・複数台設置の場合に、ショートサーキットがおきるような所
　・強風の影響をうけやすい所（熱源機に直接強風が吹込む所）

　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したり火災発生の原因にな
ることがあります。

　・騒音や熱風が隣家に迷惑をかけるような所
　・吹出しの風が動植物に直接植木にあたる場所
　　吹出し風による植木などへの被害の原因になります"
　・強度が不十分で振動が増幅、伝達しやすい所
　・機器から発生する騒音、振動の影響を受けやすい所（寝室の壁やその近傍）
　・高周波に影響される機器のある所（TVおよびラジオ等の近傍）
　・ドレンの排水がとれない所
　周辺の環境に影響をおよぼしクレームの原因になることがあります。
●直射日光の当る所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
●リモコンは水の掛かる恐れのある場所には設置しない。
　水が機器の内部に入ると関電の恐れがあるほか、内部の電子部品が故障する原

因となることがあります。
●熱源機の使用雰囲気温度は－25℃～43℃、保管温度は－25℃～50℃です。
●外気温度－5℃以下で使用する場合、防雪フード、防雪マットを使用してくだ

さい。また、積雪が多い場合は、熱源機が雪に埋まらないような高さに設置し
てください。

ＣＯ２冷媒の特徴
●ＣＯ２冷媒は運転圧力が一般的には最高12～15 MPa とR410Aの約４倍の圧力となり、高圧に対する安全性への配慮がR410Aよりも必要になります。 

サービス作業中にヒートポンプ冷媒回路の配管などを破損しないように注意する。 
冷媒の放出時はバルブを絞って少量づつ人のいないところへ放出する。 

●ＣＯ２冷媒は不燃性で無毒ですが、高濃度環境下では人体に影響があり、濃度3％以上で生理機能への影響、濃度7～9％以上で意識障害が生じ、濃度25～30％
以上で致死性があります。 
ＣＯ２冷媒は空気より重く低い場所に溜まり易いため、冷媒漏れの恐れがあるときや冷媒放出時には床面の換気などCO２の滞留を防止する措置を行なってく
ださい。 

【高濃度環境下での応急処置】 
(a) 高濃度ＣＯ２ガスを吸入した場合 

被害者を直ちに新鮮な空気の場所に移勤し、身体を暖め安静を保つ。 
意識を失っている場合には衣服を緩め、呼吸気道を確保して人口呼吸を行ない、速やかに医師の治療を受ける。 

(b) 皮膚に付着した場合 
凍傷の軽い場合は、局所の摩擦だけで良いが、重い場合はこすらないで微温湯で加熱しガーゼなどで軽く包み、速やかに医師の治療を受ける。 

(c) 目に入った場合 
清水で洗い速やかに医師の治療を受ける。

法規対応 
●水道法対応 

開放式貯湯槽、密閉式貯湯槽等の据付で水道管と接続する場合、 
給水装置工事主任技術者が所属する当該市町村水道局指定の水道工事業者と協議の上、当該市町村の水道局と相談願います。 
 

給湯システム機器表（開放貯湯槽）

給水配管

制御線

給湯配管

（別売部品）

ポンプ

給水

②給湯リモコン

①-③間の制御線は③に付属 給水圧100kPa以上，750kPa以下を確保

①業務用エコキュート
（熱源機）

※①-④間の制御線は④に付属

循環回路※

⑤開放式貯湯槽（別売部品）

（別売部品）

１－１．標準給湯システム図（開放式貯湯槽）

※ポンプ位置は一例です。

　センサセット
④開放式貯湯槽用

（別売部品）
③入水管セット

品　名番　号

①

名　　　称 個　数 使　用　箇　所

備　考形　式

業務用エコキュート（熱源機） 外気温 -25℃対応 「ESA301-25」、「ESA301-25S（*)」
外気温 -5℃対応   「ESA301-5」、「ESA301-5S（*)」　　　　　* 耐重塩害仕様ESA301シリーズ

② 給湯リモコン (別売部品）
タッチパネル式液晶リモコン
貯湯量、貯湯温度等の設定用RC-Q1

③
入水管セット (別売部品）
(熱源機1台に1セット必要)

貯湯運転と保温運転の切り替え用
・入水管セット本体（電磁弁×1、減圧弁(80kPa)×1、逆止弁×1、Y形ストレーナ×2、
凍結防止ヒータ他）

・熱源機⇔CWFV2(給水側電磁弁）中継配線 (3線、10m)
・熱源機⇔CWFV3（保温側電磁弁）中継配線 （2線、10m)
・熱源機内部配線(2線、30cm)
・ヒータ用リレー　他

DOS-Q1

④
開放式貯湯槽用センサセット

（別売部品）
(貯湯槽1台に1セット必要）

開放式貯湯槽内の貯湯量及び貯湯温度の制御用
・水位センサ×1　・温度センサ×1　・端子台BOXセット×1
・熱源機⇔温度センサ中継配線(2線、10m)
・熱源機⇔水位センサ中継配線（3線、10m)
・熱源機⇔給湯停止弁(CWFV5)中継配線（2線、10m)
・熱源機⇔緊急給水弁(CWFV6)中継配線（3線、10m) 他

KTS-Q1

⑤
開放式貯湯槽 （別売部品）
(三菱重工冷熱株式会社扱い）

内部：SUS, 外装：アルミ, 内部：保温材
貯湯温度：90℃対応, 公称容積：4,6,8,12,16m3MTQHシリーズ

※循環回路は貯湯槽保温だけでなく
　自然凍結防止のためにも必ず設けてください。

※上水道と直接接続する場合は、必ず当該地域の水道指定業社と相談の上、
水道所管の官庁の認可に必要な機器を追加してください。

・②、③、④、⑤の据付方法・取扱方法については同梱の説明書をご覧ください。

現地手配品

品　名番　号

⑥

備　考メーカ・形式

給湯停止弁(CWFV5)
（形式指定品）

複数貯湯槽を並列接続したシステム時に、偏流による温度低下を防止するため貯湯槽出湯側に設置。
（通常時：開, 貯湯量0%：閉）
　※他形式の電動弁では動作しません。

(株)KITZ 　 EA200-UTE
呼径：3/4(20A) ～ 11/2(40A)

⑦ 緊急給水弁（CWFV6)
（形式指定品）

貯湯槽渇水時に給湯設備側の保護のため設置。
（通常時：閉, 貯湯槽渇水時：開）
　※他形式の電動弁では動作しません。

(株)KITZ 　 EA200-UTE
呼径：3/4(20A) ～ 11/2(40A)

コントロールボックス内にテープで固定し付属し
てます。
ご利用の際は「外部入力用ハーネス取付説明
書」をご覧ください。（P.29)

外部入力を使用する場合に室外基板上のCNG1.2、CNS3に挿入してご利用く
ださい。

配　線 3

コントロールボックス内にテープで固定し付属し
てます。
ご利用の際は「外部出力用ハーネス取付説明
書」をご覧ください。（P.30)

外部出力を使用する場合はハーネスを中央で切断しコネクタを2つに分け、室外
基板上のCnH、CnY、CnZ1、CnZ2に挿入してご利用ください。配　線 2

給水配管 

制御線 

給湯配管 

※上水道と直接接続する場合は、必ず当該地域の水道指定業社と相談の上、水道所管の官庁の認可に必要な機器を追加してください。

（別売部品） 
②給湯リモコン 

①業務用エコキュート 
（熱源機） 

③密閉式貯湯槽接続配線セット
（別売部品）

⑥凍結防止切換弁（CWFV3）

給水 
給水配管

⑪膨張タンク
（現地手配品）

⑩減圧弁

（現地手配品） 

⑤密閉式貯湯槽
（別売部品）

給湯

１－2．標準給湯システム図（密閉式貯湯槽）

給湯システム機器表（密閉式貯湯槽）

品　名番　号

①

備　考形　式

業務用エコキュート（熱源機） 外気温 -25℃対応 「ESA301-25」、「ESA301-25S（*)」 
外気温 -5℃対応   「ESA301-5」、「ESA301-5S（*)」　　　　　* 耐重塩害仕様 ESA301シリーズ 

② 給湯リモコン (別売部品） 
タッチパネル式液晶リモコン 
貯湯量、貯湯温度等の設定用 RC-Q1 

③
密閉式貯湯槽接続
配線セット（別売部品）
（貯湯槽１台に１セット必要）

・温度センサ（貯湯槽貼付け用）×9本
・熱源機⇔温度センサ中継線（8線，4線，6線、各20m) 
・熱源機⇔電動弁駆動信号（CWFV3, CWFV5)中継線（5線、20m)

MTH-Q3 

④
電動弁駆動信号中継線
（別売部品）
（熱源機子機１台に１セット必要）

・熱源機⇔電動弁駆動信号（CWFV3, CWFV5)中継線（5線、20m) MTH-Q4 

⑤
密閉式貯湯槽（別売部品）
(三菱重工冷熱株式会社扱い）

MHQTシリーズ

・②、⑤の別売部品については別売部品同梱の説明書をご覧ください。

現地手配品 

品　名番　号

⑥

備　考メーカ・形式

凍結防止切換弁（CWFV3) 
（形式指定品） 

・低外気時の凍結防止のために設置。 
　１つの熱源機に１台の凍結防止切換弁が必要です。 
　※他形式の電動弁では動作しません。 

(株)KITZ　EA200-UTNE または、
　　　　    EAH200-UTVE
                呼径：3/4(20A)

⑦ 給湯停止弁（CWFV5) 
（形式指定品） 

複数貯湯槽を並列接続したシステム時に、偏流による温度低下を防止するため貯湯槽出湯側に設置。
（通常時：開, 貯湯量0%：閉）
　※他形式の電動弁では動作しません。

(株)KITZ　EA200-UTE
 呼径：3/4(20A) ～ 11/2(40A)

⑪ - 

⑧ 中継配線用端子台 

・温度センサ用端子台 
　18極×１台（温度センサ9本使用の場合） 
・電動弁用端子台 5極×1台 
　必要に応じて上記端子台を設置するプルボックスを用意してください。 
・圧力端子　M3.5を取り付け可能なサイズを選定してください。 
・沸き上げ時のシステム圧力上昇を防止するために必要。 
　作動圧力450±30kPa以下 
　１システムに１台の逃し弁が必要です。 

・給水圧を減圧（貯湯槽保護）するために設置。 
　設定圧力：400kPa以下、　接続配管径：32A以上 
　※給水圧が400kPaを超える場合は必ず設置してください。 

・沸き上げ時のシステム圧力上昇を防止するために、必要に応じて設置。 

- 

⑨ 圧力逃し弁 

- 

- 

⑩ 減圧弁 

膨張タンク

Ｍ

（現地手配品）

3 4

21
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（キ）周囲温度が０℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
　　現地施工の給水配管、給湯配管、ドレン排水管に凍結防止ヒータを取り付け、凍結防止工事を行ってください。
[水質基準]
補給水、および循環水は下表の水質基準内の水を使用してください。
水質基準を外れるとスケールの付着、腐食などの不具合を生じる恐れがあります。

循環水
（60℃を超え90℃以下） 補給水

ｐＨ　（２５℃） － ７．０～８．０ ７．０～８．０
電気伝導率　（２５℃） ｍＳ／ｍ ３０以下 ３０以下
塩化物イオン ｍｇＣＬ－／Ｌ ３０以下 ３０以下
硫酸イオン ｍｇＳＯ４

２－／Ｌ ３０以下 ３０以下
酸消費量　（ｐＨ４．８） ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ ５０以下 ５０以下
硫酸イオン／酸消費量 － ０．５以下 ０．５以下
全硬度 ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ ７０以下 ７０以下
カルシウム硬度 ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ ５０以下 ５０以下
イオン状シリカ ｍｇＳｉＯ２／Ｌ 2０以下 2０以下
鉄 ｍｇＦｅ／Ｌ １．０以下 ０．３以下
銅 ｍｇＣｕ／Ｌ １．０以下 ０．1以下
硫化物イオン ｍｇＳ２－／Ｌ 検出されないこと 検出されないこと

ｍｇＮＨ4
＋ ／Ｌ ０．１以下 ０．１以下

残留塩素 ｍｇＣｌ／Ｌ ０．１以下 ０．３以下
遊離炭酸 ｍｇＣＯ２／Ｌ ０．４以下 ４．０以下
安定度指数 － －

項目

基準項目

参考項目

アンモニウムイオン

L4以上

１）単独設置の場合

２）複数台設置の場合

　〔通常工事では工事スペースを考慮し熱源機間に１０ｍｍ以上のスペースを確保してください。〕
①横３台設置例

　★印は熱源機正面側を示します。

H4
H3
H2
H1
L4
L3
L2
L1

500
500
10
800

800

800

制限なし
1000

制限なし
1500

Ⅱ

制限なし
熱源機の上部には2m以上の
スペースをとってください。

1000
制限なし
1500
100

10

Ⅰ寸法
据付例

吸込吸込

L2以上
吸込

吸込

ガスクーラ・熱交
サービススペース

L3
以

上
L1

以
上

圧縮機・コントローラ
サービススペース

壁面高さＨ３以下

壁面高さＨ２以下 壁面高さＨ４以下
壁面高さＨ１以下

据付スペース

L1
L2
L3
L4
L5
L6
H1
H2
H3
H4

Ⅰ

10

100

500
制限なし
1000

制限なし 制限なし

制限なし

Ⅱ
800 800

10

500
500

500
500
1500

1000

800

10（※）
10（※）

据付例寸法

★★ ★

据付スペース

吸込

L2以上 L5以上

吸込

吸込

吸込 吸込

L4以上

壁面高さＨ３以下

壁面高さＨ１以下
壁面高さＨ４以下

吸込

L3
以

上

壁面高さＨ２以下

L6以上

L1
以

上

②横３台設置例：後面に障壁有りの場合

開　放
★★★

壁高さ制限なし

800以上

（※）熱源機が壁面に接する場合は
100mm以上必要ですが、熱源機
の連続設置時は10mmのスペー
スで設置可能です。

500以下

給湯機の点検や部品交換のためには、800mm以上
のサービススペースを確保する必要があります。
配管施工時は、サービススペースに干渉しないように
してください。
サービススペースを確保できない場合は、架台を用い
て熱源機より下に配管を施工してください。

（※）

例. 架台を用いて熱源機より
下に配置

例. サービススペースを確保
出来ていない

（※）

（※）

据付場所の選定２－１.

熱源機据付スペース（サービススペース）２－２.

★★★★★ ★

★★★★★ ★

★★★★★ ★

★★★★★ ★

７５０１，５００

③横８台・縦４列設置の例③横６台・縦４列設置の例

８
０
０

以
上

以
上

（
※
）

10
０
０

以
上

（
※
）

10
０
０

以
上

８
０
０

以
上

８
０
０

以上

８
０
０

以
上

単位：ｍｍＨ＝１，０００以下

Ｈ
＝
１
，０
０
０
以
下

Ｈ
＝
１
，０
０
０
以
下

Ｈ＝１，０００以下

★ ★

Ｈ
＝
１
，０
０
０
以
下

４００以上

★★★★ ★★

★ ★★★★★ ★★

★ ★★★★★ ★★

★ ★★★★★ ★★

Ｈ＝１，０００以下

８
０
０

以
上

単位：ｍｍ

３５０以上８
０
０

以
上

Ｈ
＝
１
，０
０
０
以
下

以
上

１
，４
０
０

８
０
０

以
上

Ｈ＝１，０００以下

以上
１，５００

４００以上３５０以上

７５０
以上 以上

熱源機

角穴部
（前後各2ヶ所）

40°以下

従来機の基礎方向では
使用できません。　

3.  熱源機の搬入・据付

熱源機

重心位置基準

重心位置（mm）
X

X
Y

Y
Z

608 342 620

Z

※貯湯槽等、別売部品の搬入・据付方法は別売部品同梱の説明書をご覧ください。

（4）積雪が予想される地域の対応
積雪が予想される地域では、吸込口、吹出口や底板下部が埋雪しないよう下記のような対策を行ってください。
①積雪面より床板が高くなるよう室外機を架台の上に設置してください。
②吹出口に防雪フード（別売品）を取り付ける。
③軒下に設置するか、雪除け屋根（現地手配）を取り付けてください。

（※）熱源機の後面（配管接続口側）を向かい合わせる場合は、熱源機間に1000mm以上のサービススペースを確保してください。

熱源機

貯湯槽

厳禁

内蔵ポンプ

４－１.２配管工事

貯湯槽の水出入口にはバルブを設け、槽内定期清掃等サービス性を良くすること。

（ⅰ）熱源機への配管

②出入口にはユニオン接手およびバルブを設け、サービス性を良くすること。

③熱源機の振動が水配管を伝わって室内で騒音が発生することを防止するため、フレキシブルジョイントをつける。

④化学洗浄剤にて水側熱交換器を洗浄するためにも、Ｔ接手とバルブは必ずつけること。
　フレキシブルジョイントは曲げに弱いので、パイプを支持するなど、パイプ荷重を十分検討して設置する必要がある。

（ⅱ）貯湯槽への配管

（ⅲ）弁および接手類の選定

主管には全開時の抵抗が少ない仕切弁（ゲート弁）を用いると良い。

空気がたまりやすい上り下りする配管（鳥居形状配管）
はしないこと。

（ⅳ）鳥居配管禁止（貯湯槽からの戻り配管）

貯湯槽からの配管が上り下りする形状では熱源機内臓ポンプが
エア噛みにより水を吸引できず正常に運転できません。

複数台熱源機の水配管方式

仕切弁

①熱源機の水出入口の位置は外形図を参照して出入口の方向が逆にならないように注意すること。

金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。

下記を参照し、異種金属の接続により腐食が生じる組合せの場合は、両金属間に非導伝性の物質（非金属の絶縁フランジ等）を

挟むなどして、腐食が発生しないよう処理を施してください。

接触による腐食が

発生しない組合せ

①ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４,ＳＵＳ３１６）

②青銅および黄銅

③銅

貯湯槽の上方から配管する場合、貯湯槽へ戻す水配管は水面まで下ろし、空気の泡ができないように施工してください。

〇 ×

・水中の溶存酸素が増加すると、水側熱交換器および水配管の腐食が促進されます。

・水面の波打ちにより水位センサ誤検知のリスクも発生します。

騒音の原因となる。

２）配管の漏れチェックは、必ず水張り前にガス圧にて実施してください。
特にろう付け箇所は、水張り後の修復が難しいため、水張り前に確実に漏れがないことを確認してください。

３）冬期の運転休止時に水配管が凍結することのないよう考慮すること。

③異種金属の接続

④水配管内の溶存酸素発生防止

⑤その他

１）配管は、空気の漏入や水の漏洩がないようにすること。とくに吸込側に空気の漏入があるとポンプ性能が低下するとともに

水配管工事

②

下記に留意して設計・施工ください。（図中①～⑪の説明）

①ユニオン継手

②温度計

③水圧計

④バルブ

⑤フレキシブルジョイント

⑥ドレン配管

冷温水の水質が問題ないかを事前にチェックしておくことが大切です。

能力チェック、運転監視のために付ける。

運転状態を確認するために付けるのが望ましい。

熱交換器の洗浄、熱源機のリニューアル入れ替えなどのサービスのために必ず付ける。

振動の伝搬を防止するために付ける。

配管中の空気を抜く弁を設ける。空気が溜まる危険のあるところには必ず付ける。

配管中の空気抜きがやりやすい配管とし、断熱工事を十分に行うこと。

サービス時などに水が抜けるように排水弁を付ける。

機器の交換ができるように必ず付ける。

熱源機に異物が入らないように６０メッシュ以上のストレーナを熱源機直近部に付ける。

熱源機は60℃～90℃で出湯しますが、一時的に90℃を超える場合があります。

配管の耐熱温度に注意して選定願います。

熱源機

４－１.１水配管の概要
４－１．一搬事項

（ⅰ）水配管における留意事項

（ⅱ）腐食に対するご注意

熱源機のドレン配管は冬期のドレン水凍結防止のため出来るだけ配管勾配を大きくとり、

水平部の距離を短くすること。

⑩排水弁
周囲温度が0℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
現地施工の給水配管、給湯配管、ドレン排水管に凍結防止ヒータを取り付け、凍結防止工事を行ってください。

⑪凍結防止ヒータ

⑦ストレーナ

⑧空気抜き弁

⑨水配管

①水質

②水内の異物

水内に砂や小石等の固形物、腐食生成物等の浮遊懸濁物が存在すると、水流によって熱交換器伝熱面が直接に衝撃を受け、局部

（６０メッシュ以上）を設け異物を除去してください。

Ｔ Ｐ

Ｔ Ｐ

③①

③④②①

④

⑦

⑨⑪

⑨⑪⑩

⑤

⑤
⑥⑪

⑧

水配管構成図

は水の流れの方向を示す。

的に腐食を生じることがあります。　これらの異物による腐食を防止するため熱源機の入口部には必ず清浄可能なストレーナ

循環水および補給水の水質は２．据付場所の水質基準内でご使用ください。

8

6

7
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貯湯運転時には低温水を一気に高温まで昇温するため水中に溶けていた空気が気泡化して出湯配管より吐き出されます。

抜き弁を設ける必要があります。

配管中に空気だまりができないように空気弁に向かって１／２００以上の上り勾配をつけると共に、空気がたまる可能性が

ある部分には必ず自動空気抜き弁を設ける。取付例を下図に示す。

配管中に空気がたまると水回路の抵抗が増加し、流量が極端に減少するため出湯配管に下り配管がある場合には自動空気

（ⅴ）配管勾配と空気抜き弁（出湯配管）

（ⅵ）開放式貯湯槽への配管

自動空気抜き弁

エアーセパレータ
（空気分離器）

自動空気抜き弁

１／２００上り勾配

空気抜き弁取付例

配管接続位置の基本

既設貯湯槽を流用し止むを得ず高い位置に出湯配管を接続する場合

給湯回路への配管

開放式貯湯槽用センサセット（別売部品）

熱源機との

接続配管

貯湯槽

落とし配管

自動空気抜き弁

熱源機
出湯配管

貯湯槽

　長い直管においては管の長さの伸縮差が大きくなり、配管に無理な力が働くことになる。

　このため、不良の継手や配管の接合部から重大な水漏れが生じる危険がある。

　通常の配管施工では配管経路にある程度の弾力性があるから、これにより伸縮を緩和できることが多いが、例えば

　直線部分が短い場合でも膨張に対して適当な配管の逃げを考慮し、伸縮が自在になるように配管すること。

（ⅶ）管の伸縮

①配管の温度が変化すると管の長さおよび直径が伸縮する。一般に管径の変化は余り問題とならないが配管距離の

②配管の直線部分が長い場合、伸縮接手（伸縮曲管）を入れる。（一般的には直管部で３０ｍおきに取付ける。）

③横引主管は自由に動き得るように金具またはローラー金物を入れる。

２０Ａ ３２Ａ.４０Ａ ５０Ａ.６５Ａ管　径

１．８ ２．０ ３．０支持金具取付間隔

配管支持金具類の取付間隔（ｍ）

開放貯湯システムでは貯湯水位が変化しますのですべての配管および開放式貯湯槽用センサセット（別売部品）は側面最下位に
接続します。高い位置に接続するとエアを巻き込みポンプエア噛み,配管腐食,槽内温度分布不均一の原因となります。
既設貯湯槽の高い位置に熱源機出湯配管を接続する場合は,槽入口部に自動空気抜き弁を設けた上で、槽内部に落とし配管を設け
水面下まで配管を下ろしてください。

配管呼径 給水配管 給湯配管

保温材厚さ

20A

25A

32A

40, 50A

30mm
30mm

40mm

50mm40mm

配管・貯湯槽は最高90℃になります。火傷防止・保温の観点からも必ず保温工事を行ってください。
（参考メーカ：アサヒファイバーグラス）
保温工事は、下記仕様を満足するように施工して下さい。
・配　管 ：グラスウール密度48kg/m3、厚み下表の値以上
・密閉式貯湯槽胴部 ：グラスウール密度16kg/m3、厚み50mm以上
・密閉式貯湯槽鏡板部 ：グラスウール密度24kg/m3、厚み50mm以上

管サイズと保温材厚さの目安（給湯配管は耐熱温度120℃以上の材料を使用してください）

壁貫通部（下図）、熱源機出入口配管部分についても保温工事を行う。

壁貫通部の配管

梁貫通のパイプに対する保温・保冷施工例

パイプ
スリーブ断熱材

４－１.３保温

モルタル防水層

配管用取出部分を以下の図のように建築工事で用意する。

配管を屋上に設置された貯湯槽に接続する場合、配管やスリーブなどで防水層を切ると雨もりの原因となるので、
４－１.４配管貫通部の雨じまい

水配管（往管）

スリーブ内径を決定する
鉄管外径、保温厚、充填物厚を十分考慮して

水配管（還管）

保温材充填

モルタル仕上げ

ルーフ仕上げ

防水層、２層
均しモルタル

躯体コンクリート

シンダー防水押え

（例 クリンカータイル貼り目地切り）
(25～30㎜)
(70～100㎜)
(10～12㎜)
(25～30㎜)

コーキング（鉛・その他防水材）

ラッキング（成形紙+防水紙+亜鉛鍍鉄板+指定色ペンキ）

保温材（グラスウール等）

つば管鉄管スリーブ

水配管を屋上に設置した貯湯槽に接続する場合、配管スリーブなどで防水層を切ると雨もりの原因となるので、

配管用取出し小屋を上記要領図のように建築工事で用意して配管を取出す。

保温材

モルタル防水層

ハンダ付

亜鉛メッキ鋼板傘
コーキング（防水材）弾性シーリング

コンクリート

（30～100㎜）

（150㎜）
（150㎜）

水配管（往管）

水配管（還管）

ハンダ付

亜鉛メッキ鋼板傘

コーキング（防水材）弾性シーリング

コンクリート

（30～100㎜）

〇新築工事・屋上パイプシャフト廻り（その１）

〇屋上貫通（モルタル防水の場合）

断面詳細 平面詳細

水配管（往還管）

ラッキング（亜鉛メッキ鋼板巻）仕上

熱源機に接続する水配管の保温材厚さは30mmとし、ラッキングカバーは外径100mm以下、
外周315mm以下としてください。
ラッキングカバー寸法が外径100mm以上、外周315mm以上の場合、ラッキング施工後に
サービスパネルが取り外せなくなります。

（注意）

熱源機と貯湯槽は省エネルギーの観点から最短距離配置とし、下記の設置条件を満たすようにしてください。

４－２.１開放式貯湯槽システムの設置条件
４－２. 開放式貯湯槽と接続する場合

（ⅱ）配管および継手の圧損

① 配管圧損

（i）設置条件

①熱源機許容機外揚程
②入水管セット給水圧
③熱源機への入水条件

入水管セット（保温運転）6.0kPa@17L/min

③ 別売部品の圧力損失

② 継手類圧損の配管相当長の目安（ｍ）

０．０２ｍＡｑ（０．２ｋＰａ）／ｍ
０．０６ｍＡｑ（０．６ｋＰａ）／ｍ１６０

８０
４０

６５Ａ
５０Ａ

３２Ａ
２５Ａ

０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ
０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ

２０
管摩擦抵抗目安

単位長さ当たりの

０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ２０Ａ

流量
Ｌ/ｍｉｎ呼径

６５Ａ
５０Ａ

３２Ａ
２５Ａ
２０Ａ

呼径 エルボ 仕切り弁 逆止弁
スイング式 Ｙ型ストレーナ

２．１８０．７５
０．９
１．２
１．５
２．１
２．４

０．１５
０．１８
０．２４
０．３
０．３９
０．４８

１．６
２．０
２．５

４．０
４．６

３．０
４．６２
５．４７

１１．５
８．０

出湯回路

４０Ａ １２０ ０．１５ｍＡｑ（１．５ｋＰａ）／ｍ

４０Ａ ３．１

5mAq (49kPa)＠17L/min(最大流量）
100kPa～750kPa
熱源機は非自給式ポンプを採用しているため、熱源機停止時でも確実に水が来るように
設置してください。
熱源機の入り口は最大流量（17L/min）時負圧とならないようにしてください。

（注）熱源機は所定の出湯温度となるように内部で流量制御を行います。そのため、熱源機と貯湯槽の間に外部にポンプを
設置することを禁止しています。 

下表に一般的な配管圧損（銅管）を示します。下記を参考にして給湯配管、戻り配管径を選定してください。

１６０

５
ｍ
を
超
え
る

①複数の給湯機を並列に接続すると偏流が起こる ②各出口に給湯停止弁を設置してください。偏流が

各階に給湯機を設置することで、配管長は短くなり、

メンテナンスも楽に行えます。

ことがあります。 起こっても水の混入を防止することができます。

（ⅰ）階下給湯について

（ⅱ）偏流と並列制御について

（ⅲ）給湯方式について

（各階に給湯機を設置することをおすすめします）

自動空気抜き弁負圧防止弁

密閉式貯湯槽

５
ｍ
ま
で

開放式貯湯槽

給湯停止弁の開閉指令は熱源機から行います。

水になった系統を給湯停止弁で遮断します。
流れやすい系統が早く水になり、

冷水が混入します。

ぬるくなる 熱いまま！

給湯循環システムに対応する場合は循環ポンプと

ミキシングバルブを別途施工側で設置してください。

（給湯循環の場合）

Ｐ

循環ポンプ

４－１.５給湯システム設計上の注意

●できるだけ分散方式での設計をお願いします、

４－１.６ドレン配管工事

密閉式貯湯槽は5mまでの階下給湯に使用することが
できます。階下給湯の場合は給湯配管に負圧防止
弁、自動空気抜き弁および流量調整弁を設置してく
ださい。5m以上の階下給湯の場合は開放式貯湯槽を
選定してください。

●ドレン水はドレン排水口以外に年間を通して熱源機の下部からも排出されますので、問題となる場合は別売部品のドレン集中排水キットや集
中ドレンパンを使用し、集中排水処置を行って下さい。尚、凍結の恐れがある地域では、投げ込みヒータ等にて凍結防止策を行って下さい。
●開放貯湯槽のドレン配管とオーバーフロー配管とは接続しないでください。
●ドレン配管の管端は必ず大気開放としてください。
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４－3.１密閉式貯湯槽システムの設置条件

熱源機と貯湯槽は省エネルギーの観点から最短距離配置とし、下記の設置条件を満たすようにしてください。

４－3. 密閉式貯湯槽と接続する場合

（i）設置条件

①熱源機許容機外揚程
②熱源機への入水条件

5mAq (49kPa)＠17L/min(最大流量）
熱源機は非自給式ポンプを採用しているため、熱源機停止時でも確実に水が来るように
設置してください。       
熱源機の入口は最大流量（17L/min）時負圧とならず、また400kPaを超えないように
してください。

（注）熱源機は所定の出湯温度となるように内部で流量制御を行います。そのため、熱源機と貯湯槽の間に外部ポンプを
設置することを禁止しています。

下表に一般的な配管圧損（銅管）を示します。下記を参考にして給湯配管、戻り配管径を選定してください。

（ⅱ）配管および継手の圧損

① 配管圧損

凍結防止切換弁（CWFV3） 0.9mAｑ（9.2kPa）@17L/min

③ 現地手配品の圧力損失

② 継手類圧損の配管相当長の目安（ｍ）

０．０２ｍＡｑ（０．２ｋＰａ）／ｍ
０．０６ｍＡｑ（０．６ｋＰａ）／ｍ

１６０
１６０

８０
４０

６５Ａ
５０Ａ

３２Ａ
２５Ａ

０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ
０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ

２０
管摩擦抵抗目安

単位長さ当たりの

０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ２０Ａ

流量
Ｌ/ｍｉｎ呼径

６５Ａ
５０Ａ

３２Ａ
２５Ａ
２０Ａ

呼径 エルボ 仕切り弁 逆止弁
スイング式 Ｙ型ストレーナ

２．１８０．７５
０．９
１．２
１．５
２．１
２．４

０．１５
０．１８
０．２４
０．３
０．３９
０．４８

１．６
２．０
２．５

４．０
４．６

３．０
４．６２
５．４７

１１．５
８．０

４０Ａ １２０ ０．１５ｍＡｑ（１．５ｋＰａ）／ｍ

４０Ａ ３．１

・入水管セットは熱源機の台数分手配ください。
・センサセットは親機にのみ接続してください。
・出湯側にリバースリターン回路を採用し、各熱源機の往きと還りの圧力損失の差を小さくし偏流を防止してください。
・各熱源機と貯湯槽間は設置条件を満たすように設置してください。
・熱源機と貯湯槽間の配管ｻｲｽﾞは目安です。現場に合わせて選定してください。
　集合配管が細いと、偏流及び流量不足を生じますので十分なサイズを選定してください。

４－3.２ 熱源機と貯湯槽の配管距離制限

熱源機と貯湯槽間の配管長、高低差は原則として次の範囲としてください。

（i）配管長 片道15m以内（配管径20Aでの相当長、凍結防止切換弁を除く）
●片道15mを超える場合は配管径を大きくしてください。25Aで片道45mまで延長可能です。

配管長が長く、配管径を太くすると配管からの放熱量が増え、密閉式貯湯槽に還る出湯温度が低下しますのでご注意ください。
（例：20Aから25Aへ太くすると約1℃の温度低下となります。）

（ⅱ）高低差 ±5m以内
●貯湯槽よりも熱源機を2m～5m下に設置する場合は熱源機給水入口配管の近傍に逃し弁(400kPa設定)を必ず設置してください。
●貯湯槽に対して5mを超えて上部に熱源機を設置する場合、給水圧低下時の負圧防止対策として熱源機出口近傍にバキュームブレーカを

設置してください。    

片道15ｍ以内（相当長、凍結防止切換弁を除く）

±5ｍ以内

密閉式貯湯槽→熱源機

20A
20A

４－3.３ 施工時の注意

①空気抜き弁は貯湯槽１本に最低1台設置してください。
　空気はシステムの上部に溜まります。空気の溜まりやすい位置を十分考慮して設置してください。
　空気抜き弁からは高温・高圧の蒸気が噴出す恐れがありますので、必ず排水管に接続してください。
　取付け姿勢（ダンレイ製の場合）：直立から±5°以内で取付けてください。
②圧力逃がし弁は1システムに1台設置してください。
　圧力逃がし弁は温水沸き上げ時にシステム全体の圧力上昇を防止します。
　システム全体の圧力を逃がせる位置に取付けてください。
　圧力逃がし弁からは温水沸き上げ時に熱湯が噴出しますので、必ず排水管に接続してください。
　取付け姿勢（ダンレイ製の場合）：弁の排水口が水平または水平より下向きに取付けてください。
③貯湯槽間の渡り配管は4m以内としてください。
　配管が長いと、放熱量が多くなり出湯温度が低下するだけでなく、圧損も増加します。
④凍結防止切換弁は接続方向を確認して設置してください。
　フォーム B（貯湯側）、C（凍結防止運転側）の位置関係に注意してください。B、C は弁体に刻印されています。
⑤凍結防止切換弁は、アクチュエータが下向きとなる姿勢での取り付けは行わないでください※。
　下向きに取付けた場合、水漏れが発生したときに水がアクチュエータに浸入して故障の原因となります。

※給湯停止弁も同様です。

Ｍ Ｍ

ＭＭ

４－3.４ 親子システム（密閉式貯湯槽）

１台の貯湯槽に複数の熱源機を接続する場合は親子システムを構築することができます。
親子システムは1台の熱源機を親機として設定し、最大３台までの熱源機をその親機に対する子機として接続するシステムです。
1台の貯湯槽に複数の熱源機を親機として接続する場合は、各熱源機がリモコンで設定された貯湯温度や目標貯湯量を基に独自に発
停を行いますが、親子システムでは親機が接続された子機の発停制御を行います。
そのため、貯湯温度や目標貯湯量の設定は親機だけですみ、温度センサも親機に接続するだけなので、1台の貯湯槽に複数の親機を
接続する場合に比べて設計・施工・管理の手間を低減することができます。

・MTH-Q3には凍結防止切換弁（CWFV3）,給湯停止弁（CWFV5)用の中継配線が１セットしか含まれていません。
　親子接続をする場合は子機の台数分MTH-Q4（CWFV3・CWFV5中継線）を手配ください。
・給水側にリバースリターン回路を採用し、各熱源機の往きと還りの圧力損失の差を小さくし、偏流を防止してください。
・各熱源機と貯湯槽間は設置条件を満たすように選定してください。
・熱源機と貯湯槽間の配管サイズは目安です。現場に合わせて選定してください。
　集合配管が細いと、偏流及び流量不足を生じますので十分なサイズを選定してください。

⑥配管・貯湯槽には排水管も含め必ず断熱工事を行ってください。

⑦必要に応じて配管凍結防止ヒータを設置してください。

⑧排水管は必ずホッパー等で大気開放としてください。

　貯湯槽内の圧力が上昇して変形・破損の原因となります。また、排水が逆流して貯湯槽内に流入する恐れがあります。

⑨排水管は下り勾配（1/100以上）とし、途中山越えやトラップを作らないでください。

⑩並列システムの場合は偏流防止の目的で給湯停止弁が必要となります。

⑪凍結防止切換弁および給湯停止弁は指定品を使用してください。動作不良の原因となります。

その他の注意点

　●貯湯槽の近くでろう付け作業を行わないで下さい。

　　ろう材に含まれる腐食物質により貯湯槽本体に損傷（ピンホール）をあたえ、

　　水漏れ等の原因になるので、貯湯槽付近の配管は極力ユニオン等を使用してねじ込み接続を行ってください。

　　貯湯槽近くで溶接を行わなければならない場合は、覆いなどにより貯湯槽をカバーしてください。

　●配管工事終了後はガス圧（0.2MPa程度）にて気密試験を行い、漏れがないことを確認してください。

　　水圧にて気密試験を行うと、漏れがあった場合にろう付け箇所の修復が困難になります。

　　必ず水張り前にガス圧にて気密試験を行ってください。

給水

給湯
25A20A

20A

20A 25A

Tht-1

25A

リモコン

端
子
台

端
子
台

熱源機（親機）
凍結防止切換弁（CWFV3) 凍結防止切換弁

（CWFV3)

中継配線セット
（MTH-Q3)

中継配線セット
（MTH-Q4)

端子台

熱源機（子機）

Ｍ

ＭＭＭＭ
R

４－２.２ 熱源機と貯湯槽の配管距離制限

４－２.３ 親子システム（開放式貯湯槽）
１台の貯湯槽に複数の熱源機を接続する場合は親子システムを構築することができます。
親子システムは1台の熱源機を親機として設定し、最大３台までの熱源機をその親機に対する子機として接続するシステムです。
1台の貯湯槽に複数の熱源機を親機として接続する場合は、各熱源機がリモコンで設定された貯湯温度や目標貯湯量を基に独自に発停を
行いますが、親子システムでは親機が接続された子機の発停制御を行います。
そのため、貯湯温度や目標貯湯量の設定は親機だけですみ、センサセットも親機に接続するだけなので、1台の貯湯槽に複数の親機を接
続する場合に比べて設計・施工・管理の手間を低減することができます。

相当長５ｍ以内（入水管セット除く）

入水管
セット

入水管
セット

貯湯槽→熱源機

相当長20ｍ以内（入水管セット除く）

（※）入水管セットは熱源機と同一レベルに設置してください。

貯湯槽→熱源機

熱源機
（親機）

熱源機
（子機）

熱源機
（子機）

熱源機
（子機）

20A

20A

給水100kPa～750kPa

相当長
20m以

内熱源機

①熱源機と貯湯槽が同一レベルの場合

→貯湯
槽

相当長
20m以

内熱源機→貯湯
槽

②貯湯槽から熱源機への戻り配管の相当長が５ｍを超える場合
　以下両方の対応により、相当長２０ｍまで対応可能。
ア）貯湯槽を、熱源機より５０ｃｍ高く設置する。
イ）戻り配管の配管サイズを、標準（２０Ａ）→２５Ａにアップする。

ア）５０ｃｍ上げる

イ）２５Ａにサイズアップ

20A

25A

25A

給水100kPa～750kPa

50A

25A

32A

32A

25A

50A 50A

20A

32A 25A 20A

50A

給水

入水管セット 入水管セット 入水管セット 入水管セット

開放式貯湯槽

20
A

20
A

20
A

20
A

20
A

20
A

20
A

20
A

25
A

25
A

25
A

リモコン

センサセット

緊急給水弁
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(b) ベース下へ配線を導く場合(a) 電源配線、アース線、リモコン配線は下図に従い、端子台に導いてください。
     各配線は、端子台に確実に接続してください。電源配線とアース線はバンドで固定してください。

電源配線バンド4箇所リモコン線

アース線

リモコン端子台
TB2

電源端子台
TB1

ネジで配線を固定
してください

本図は熱源機正面右側へ配線をとりまわす例です。ベース下へ導く場合は右図を参照してください。

電気・配線工事５

５

●外気温度が0℃以下となる地域では、凍結の可能性がある配管に凍結防止ヒータを設置する必要があります。
凍結防止ヒータ専用の電源を用意してください。

※凍結防止ヒータの出力目安は、配管長さ1mあたり10Wです。（十分な断熱処理を行った場合）。
ヒータ仕様を確認して遮断器・配管を選定してください。

熱源機（子機） 熱源機（親機）

リモコン

●
●

33

５

５

５－4. 開放式貯湯槽使用時の配線接続要領

a)出荷時に熱源機コントロールBOX内基板の下記コネクタに接続されている配線は、密閉式貯湯槽接続時用であり、開放式貯湯槽接続時には必
ず取り外してください。
●対象コネクタ：CNN8、CNN9、CNN10、CNN11

b)「入水管セット、DOS-Q1」付属の配線を下記コネクタに接続してください。
●対象コネクタ：CNN7、CNN8

C)「開放式貯湯槽用センサセット、KTS-Q1」付属の配線を下記コネクタに接続してください。
●対象コネクタ：CNL4、CNTH8、CNN10、CNN11

５－5. 密閉式貯湯槽使用時の配線接続要領

密閉式貯湯槽表面に温度センサを貼付ける場合は下記の注意事項を守り貼り付け下さい。
●貼付けには耐熱90℃以上のアルミテープ（参考：共同技研化学製スーパーアルミテープＶＨ）を使用し、温度センサが貯湯槽表面に密着す

るように貼付けてください。
●温度センサは給湯口に近い方からTht-1, Tht-2・・・の順番で接続します。使用する温度センサの本数によりそれぞれの温度センサに対応

する貯湯量が変わります。           

●最上部の温度センサは上部鏡板溶接部もしくは熱源機からの出湯戻りの接続口のうち、どちらか低い方から100mm程度下部に貼付けてくだ
さい。

●最下部の温度センサは給水入口と熱源機への入水管接続口のうち、どちらか高い方から100mm程度上部に貼付けてください。ただし、給水
入口が貯湯槽内部で立ち下がっている場合は給水管の端部と入水管接続口のどちらか高い方を基準としてください。

●最上部と最下部の間の温度センサは各センサ間が均等になるように貼り付けてください。また、各温度センサ間はインチング運転防止のた
め500L以上の保有水量となるようにセンサ本数を調節してください。

※CNN10、CNN11への接続配線については、現地手配のCWFV5、CWFV6と接続願います。 

（１）温度センサ貼付け要領 

2本 3本 4本 5本 6本 7本 8本 9本 
Tht-1 20% 20% 20% 20% 10% 20% 10% 10% 
Tht-2 100% 60% 50% 40% 30% 30% 20% 20% 
Tht-3 100% 75% 60% 40% 40% 30% 30% 
Tht-4 100% 80% 60% 50% 50% 40% 
Tht-5 100% 70% 65% 60% 50% 
Tht-6 100% 80% 70% 60% 
Tht-7 100% 80% 70% 
Tht-8 100% 80% 
Tht-9 100% 

センサ番号
使用貯湯槽温度センサ数

Tht-3 
(100%)   

Tht-2 
(60%)   

Tht-1 
(20%)   

給湯 

給水 
熱源機側 

熱源機側 鏡板溶接部 
100mm 

100mm 

各温度センサ間は熱源機1台あ
たり500L以上の保有水量が確
保できるようにしてください。

詳細は入水管セット(DOS-Q1)・開放式貯湯槽用センサセット(KTS-Q1)付属の据付説明書をご覧ください。

（２）配線の接続要領
ご注意
　◎電源は工事が完了するまで入れないでください。サービスは電源を切ってから行ってください。
　◎配線は特定の電源を使い確実に接続し、端子部に外力が加わらないように固定してください。
　◎端子のねじ締め付けには、適正なドライバーを使用してください。
　　端子ねじを締めすぎると、ねじを破損する可能性があります。
　　端子の締め付けトルクは右表を参照してください。
　◎端子台、コネクタの接続は端子台番号とリードマークを確認して正しく接続してください。
　　間違えて接続すると、熱源機が運転できません。
　◎配線工事終了後、電装品箱内の各電気部品のコネクタ抜けや端子外れがないことを確認してください。
（ⅰ）温度センサ線の接続要領
　　●貯湯槽に貼り付けた温度センサのリード線を端子台（18極/温度センサ9本の場合，M3.5用）の所定位置に接続してください。
　　　リード線は丸型圧着端子を使用し端子台へ接続してください。
　　　端子台はプルボックス等に収納し、水や埃から保護してください。
　　●温度センサTht-1～Tht-9のリード線を端子台に接続するときは下図の端子台番号を確認し、正しく接続してください。
　　　端子台番号を間違えて接続すると、熱源機誤動作の原因となります。
　　●温度センサのリード線は1.2mです。端子台への接続で延長※が必要な場合は0.3mm2以上，2芯の配線を使用してください。
　　　※延長する場合は、継ぎ足す配線の最大限度を4ｍとしてください。
　　　　なお、端子台と熱源機間の中継配線は延長できません。
　　●温度センサを端子台へ接続できたら、温度センサの抵抗値を測定し、異常・断線がないことを確認してください。

　　●配線セットMTH-Q3に付属の温度センサ中継線を利用して、熱源機と端子台を接続してください。
　　　温度センサ中継線は8、4、6芯の3本があります。裸線側のリードマーク１～18を確認し、丸型圧着端子を使用し端子台へ接続して
　　　ください。
　　●使用する温度センサ本数に合わせてリードマーク１から順番に使用してください。
　　　端子台に接続しない配線については端部を絶縁処理してください。
　　●温度センサ中継線のコネクタ側を熱源機の電装箱内に導き、所定のコネクタと接続してください。
　　　リードマークT1-4、T5-6、T7-9を確認し、下記の通りに接続してください。

電源線・信号線用端子台M3.5

ｸﾛ
ｼﾛ
ｱｶ
ﾐﾄﾞﾘ
ｷ
ﾁｬ
ｱｵ
ﾊｲ
ｸﾛ
ｼﾛ
ｱｶ
ﾐﾄﾞﾘ
ｸﾛ
ｼﾛ
ｱｶ
ﾐﾄﾞﾘ

ｷ
ﾁｬ

ｼﾛ
ｸﾛ
ｱｵ
ﾁｬ
ｱｶ

8C

4C

6C

T1
-4

T7
-9

T1
-4

T5
-6

T7
-9

CNTH 7
　ｸﾛ

CNTH 6
　ｸﾛ

CWFV

CWFV

T1-4
T5-6

T7-9

CNN 11
　ｱｵ

CNN 10
　ﾓﾓ

CNN 9
　ｱｵ

CNN 8
　ｱｶ

制御基板

端子No.01～04を接続
残りの配線は絶縁処理

温度センサ2本の場合

オプションMTH-Ｑ3
温度センサ中継線

オプションMTH-Ｑ3
電動弁駆動信号中継線

電動弁用端子台

熱源機側

24
25
28

20
21

5C

 

12
13
14
15
16
17
18

04
05
06
07
08
09
10
11

01
02
03

CW
FV

ｸﾛ
ｼﾛ
ｱｶ
ﾐﾄﾞﾘ
ｷ
ﾁｬ
ｱｵ
ﾊｲ

04

01
02
03

T1
-4

単相 200V 50/60Hz

温度センサ用端子台

T5
-6

温度センサの電気特性
項目 規格
抵抗値 0℃  16.41kΩ（許容差±2.5％）

25℃  5kΩ（許容差±1％）
50℃  1.79kΩ（許容差±2％）

B 定数 B25／50  3950K（許容差±1％）
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（ⅱ）電動弁駆動信号線の接続要領
　　●電動弁に付属のリード線を端子台（5極，M3.5用）の所定位置に接続してください。
　　　端子台はプルボックス等に収納し、水や埃から保護してください。なお、電動弁は200Vで駆動するため、温度センサ用端子台と同じ
　　　プルボックスに収納する場合は、温度センサ（弱電）と同一場所を通さないように配線してください。
　　●電動弁のリード線を延長※する場合は0.75mm2以上，3芯の配線を使用してください。
　　　※延長する場合は、継ぎ足す配線の最大限度を4ｍとしてください。
　　　　なお、端子台と熱源機間の中継配線は延長できません。
　　●配線セットMTH-Q3に付属の電動弁駆動信号中継線を利用し、熱源機と端子台を接続してください。
　　　電動弁駆動中継線は5芯あります。裸線側のリードマーク20、21、24、25、28を確認し、丸型圧着端子を使用し端子台へ接続して
　　　ください。
　　●電動弁駆動中継線のコネクタ側を熱源機の電装箱内に導き、リードマークCWFVを確認してコネクタと接続してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

温度センサ中継線コネクタ接続位置

熱源機へ 上水供給口

Tht-1

Tht-2

Tht-3

Tht-4

Tht-5

Tht-6

Tht-7

Tht-8

Tht-9

MTH-Q3に付属
中継ハーネス

熱源機 端子台

（現地手配品）

密閉式貯湯槽

（温度センサ貼付け

イメージ）

熱源機からの
湯入口

温度センサ
MTH-Q3に付属

出湯口

（現地手配品）

温度センサ延長線（0.3mm2以上,2芯）図B　温度センサ線接続要領

図A
コントロールボックス内のコネクタ
接続位置

クロ

シロ

アカ

ミドリ

キ

チャ

アオ

ハイ

クロ

シロ

アカ

ミドリ

クロ

シロ

アカ

キ

チャ

ミドリ

20

21

24

25

28

M

1～

M

1～

20

21

24

25

28

電動弁駆動中継線
コネクタ接続位置

MTH-Q3に付属
中継ハーネス

熱源機 貯湯槽側端子台

CWFV3
凍結防止切替弁（現地手配品）

CWFV5
給湯停止弁（現地手配品）※1

アカ

シロ

クロ

アカ

CWFV3
凍結防止切替弁

CWFV5
給湯停止弁

熱源機

密閉貯湯槽

フォームC
凍結防止回路側

フォームB
出湯回路側

キ

ミドリ 使用しません※2

キ

ミドリ 使用しません※2

（現地手配品）

シロ

クロ

（並列システムのみ）

延長する場合は、0.75mm2以上の
配線を使用してください。

シロ

クロ

アオ

チャ

アカ

注意

　リードマークと配線色を確認して端子台に接続してください。

　間違った接続をすると故障の原因になります。

図A
コントロールボックス内のコネクタ接続位置

図C　電動弁設置位置

出湯口

上水供給口

図B　電動弁駆動中継線接続要領

※1　給湯管に接続される熱源機が1台の場合は取付
不要

※2　線端は絶縁処理を施してください。熱源機と接続
すると故障の原因になります。

ＣＯ２給湯機：複数台接続時のシステム概要図

熱源機（親機）

ロータリSW：00
ディップSW：00

熱源機（子機1）

ロータリSW：00
ディップSW：10

熱源機（子機2）

ロータリSW：00
ディップSW：01

熱源機（子機3）

ロータリSW：00
ディップSW：11

タッチパネル式
給湯リモコン

親子通信線

熱源機（親機）

ロータリSW：10
ディップSW：00

＜接続方法＞
　・親子通信線を全熱源機に接続。(AB端子)
　・給湯リモコン線を全親機のみに接続。(XY端子)　※子機には接続しない。
　・熱源機を親子設定する場合、貯湯槽温度センサと水位センサは親機のみに接続する。

＜接続制限＞
　・親子機最大4台まで　・親機最大16台まで　・熱源機総接続台数_最大16台まで
　・メンテPCにて運転データを見る場合は、熱源機１台毎に接続する必要があります。
＜運転・運用＞
　・給湯リモコンで設定される各設定内容は、全熱源機同じ設定となる。
　・子機は親機の指令に従う。(親機と同時発停となる)

　　　　※例えば上図にて”貯湯槽①”系統の給湯使用量が多く、湯切れしそうな場合、
　　　　　 親機の指令にて、子機×３台も同時に沸き増し運転を行う。
　　　　　 子機も入水管キットが必要です。

貯湯槽①

水配管
(給水,出湯)

貯湯槽温度
センサ線，

水位センサ線

貯湯槽②

熱源機（子機1）

ロータリSW：10
ディップSW：10

熱源機（親機）

ロータリSW：20
ディップSW：00

貯湯槽③

熱源機（子機1）

ロータリSW：20
ディップSW：10

貯湯槽温度
センサ線，

水位センサ線

貯湯槽温度
センサ線，

水位センサ線

水配管
(給水,出湯)

水配管
(給水,出湯)

水配管
(給水,出湯)

水配管
(給水,出湯)

水配管
(給水,出湯)

水配管
(給水,出湯)

水配管
(給水,出湯)

Ａ Ｂ

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

親子設定最大４台まで

・親機最大１６台まで
　設定(接続)可能。
・総熱源機台数は
　１６台まで

※アドレス設定は次ページ⑴項を参照のこと

※XYは子機には接続しない。

SW4-7，SW4-8 SWの組合せにより室外NO.を設定します。

▼親子機設定をしない場合（すべての熱源機にリモコンを接続する場合）

▼親子機設定をする場合

１，２

※SW4-7、4-8はOFFであることを確認してください

※ロータリーSW1.2のみがアドレスNO.ではありません
アドレス設定の仕方
 ①親機にはリモコンが必要です。親機は最大16台までです。
 ②子機は3台まで接続可能です。
 ③同一系統の親子機はSW1とSW2を同じにする必要があります。他系統
 　とNO.が重複しないようにしてください。

SW4-7　SW4-8

ON

OFF

ON

以上でアドレス設定は終了です。

３系統でTotal8台の場合（親機3台，子機1台，子機1台，子機3台）

最大16台まで接続可能です。

電源投入前に
アドレスNO.SW1.2は00～31

の仕方

SW1
④SW1.2は

0
1
1
2
2

0
SW2

のいずれかで使用してください
これら以外は使用しないでください

5
0

5
0
5

0

給湯系統 熱源機 SW1 SW2 SW4-7 SW4-8 ネットワーク上の
　　アドレス

親機 0 0 OFF OFF

OFF

OFF

10

子機1 0 0 ON 11

親機 1 0 OFF 20

子機1 1 0 ON OFF 21

親機 2 0 OFF OFF 30

子機1 2 0 ON OFF 31

子機2 2 0 OFF ON 00

子機3 2 0 ON ON 01

A

B

C

～＋３

～＋３

子機1

子機2

子機3

SW4-7

ON

OFF

ON

OFF

SW4-8

OFF

ON

ON

OFF親機

 ⑤子機はSW4-7、SW4-8で設定する必要があります。親機はSW4-7：OFF，SW4-8：OFFです

親機は
必らずOFF

子機は
下表にしたがって
設定してください

以上で親子機のアドレス設定は終了です。

各系統毎に
同じにする
必要があります

６
６ 熱源機アドレスの設定

（EEVH/EEVG開）
（EEVH開EEVG閉）

 

ソフトスイッチ ソフトスイッチの設定方法は

詳細は6-4　ソフトスイッチ設定を参照してください。
表示を にし、

６

６

設定切換
設定切換/通常★

初期設定運転
通常★/初期設定運転開始

CWFV開閉確認
通常★/強制操作

デフロスト開始温度
通常★/寒冷地
定期点検1,2表示
有効★/無効

開放式貯湯槽接続時
水ポンプ試運転回路切替
給水回路★/保温回路

満畜運転
OFF★/ON

CWFV開閉確認時の開⇔閉切換
OFF★/ON

貯湯槽

貯湯槽種類

CWFV開閉確認

設定

親機
親機
親・子機
親機
親機
親機
親・子機
親・子機
親機

外部入力端子開放時

停止
有効
無効
通常
通常
有効
無効
無効
休止

外部入力端子短絡時

通常
無効
有効
運転
休止
無効
有効
有効
運転

外部入力機能割り当ての設定値

　"0":システム全停止入力
　"1":デマンド入力
　"2":ファン防雪制御入力
　"3":運転入力
　"4":休止入力
　"5":2段階デマンド入力
　"6":ＡＦ異常（リモコン表示）
　"7":ＡＦ異常（エラー表示）
　"8":運転⇔休止入力
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コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位

P02 溢水高さ
175 ( 出荷時 )　
0 ～ 250

5cm 

P03 満水高さ
160 ( 出荷時 )　
0 ～ 250

5cm 

P04 渇水高さ
40 ( 出荷時 )　
0 ～ 250

5cm 

P05 給湯配管高さ
15 ( 出荷時 )　
0 ～ 250 5cm 

P06 水位センサ高さ
30 ( 出荷時 )　
0 ～ 250 5cm 

コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位
9 ( 出荷時 )
0 ～ 9

1 本

できます。

ソフトスイッチ設定
各制御仕様、各設定仕様をソフトスイッチで設定できます。

６－４.

外部入出力端子６－5.

例 P01　貯湯槽温度センサ使用本数を変更する場合
（9 本から　2 本へ）

●SW8 と SW9 で 7 セグに P01 を表示させる。
表示「            」

●SW7 を連続 3 秒押すと 「            」の 9 が点減する
●SW8（1 の位）を押して 2 に変更する

「            」2 が点めつ
※10 の位の設定が必要な項目は SW9 を使います

●SW7 を連続 3 秒押すと、2 か点灯する
「            」2 が点灯

以上で設定が完了となります

使用本数が9本の場合は設定する必要がありません。

三菱重工冷熱（株）取扱いの標準開放式貯湯槽の場合は設定する必要はありません。

０：運転出力，１：異常出力，２：コンプＯＮ出力，３：ファンＯＮ出力，４：渇水出力，５：水ポンプ（DCWP）指令出力，
６：凍結防止回路出力，７：デフロスト出力，８：貯湯運転出力，９：保温運転出力，１０：凍結防止運転出力，１１：凍結防止
ヒータ出力，１２：溢水出力，１３：自動バックアップ運転出力，１4：リモコンON出力，１5：貯湯量出力   

密閉式貯湯槽接続時の設定

開放式貯湯槽接続時の設定

（２）

（１）

（３）

（三菱重工冷熱株式会社製開放式貯湯槽仕様にて出荷設定されています。）

貯湯槽温度センサの使用本数に合わせて″P01″を入力ください。

外部入出力端子は付属の「外部入力（出力）用ハーネス取付説明書」（P.29、P.30）をよくご覧になりご使用ください。

― 異常出力 ＣnＹ（白） 

凍結防止運転中も出力。 運転出力 ＣnＨ（青） 

外部出力 

休止入力（出荷時開放）ＣnＧ２（白） 
 

運転入力（出荷時開放）ＣnＧ１（青）  

親子それぞれで設定。 ファン防雪制御入力
（出荷時開放）

ＣnＳ３（茶） 
 

出荷時０：運転出力 ＣnＺ１（赤） 

開放で入力。
SW4-5，4-6でデマンド率を設定。 

デマンド入力
（出荷時短絡）

ＣnS２（赤） 
 

開放で停止。
凍結防止運転もキャンセル。

 
 

無電圧接点 
（ＤＣ１２Ｖ） 

システム全停止入力 
（出荷時短絡）

ＣnS１（緑） 
 

外部入力 

注意点 仕 様  用 途 （工場出荷時） 名称 

ＣnＺ２（黒）  出荷時１：異常出力 

（※１）  

（７seg P23にて設定 ※１） 

（７seg P24にて設定 ※１） 

ＤＣ１２Ｖ出力 
（コイル抵抗720
Ω以上の熱源機リ
レーへ接続くださ
い。） 

ＣnＧ１短絡→運転後、ＣnＧ２短絡にて休止。（ＣnＧ１
を開放しても 休止しない） 逆に、ＣnＧ２短絡後に開放
しても運転とはならない。 

組合貯湯槽

開放式貯湯槽

他社貯湯槽図面より
他社貯湯槽図面より

貯湯槽温度センサ使用本数

開放式貯湯槽の場合は、SW3-3をONになっていることを確認し、
電源投入してください。貯湯槽内の液面が不十分な場合は、自動で緊急給水弁が開となり、貯湯槽に水を注入します。

※数十秒後に運転します　液面か5％～10％になると注入水

※数分後に運転します

が停止します。

７

７

７

SW5-3およびSW6-7のON/OFFにより「CWFV開閉確認」を行い、開閉確認後はOFFに設定して下さい。

（５） 給湯システム中の弁類の”開””閉”を確認し、運転が可能となっていることを確認してください。

（６） 電気・配線工事が完了していることを確認してください。

【補足】
水ポンプ試運転は基板上のSW5-2、初期設定運転はSW5-1でも行うことができます。
【注意】
初期設定運転完了前は休止中でも凍結防止運転をしません。配管内の水が凍結する恐れがある場合は、給湯システムより水を抜き、電源を切ってください。

開放式貯湯槽

（１）

（２）

（３）

（１）

（２）

（３）

（４）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

CWFV2 全閉

CWFV3 全開 CWFV3
全閉

（凍結防止）
CWFV5 全開 CWFV5 全開
CWFV6 全閉 CWFV6 全閉
CWFV2

CWFV3 全閉 CWFV3
全開

（出湯）
CWFV5 全閉 CWFV5 全閉
CWFV6 全開 CWFV6 全開

OFF

ON

開放式貯湯槽

SW6-7

密閉式貯湯槽

全開

●試運転の詳細は技術資料のサービス編をご覧ください。

７̶２.１　試運転の手順

７̶２.２　初期設定運転の内容

貯湯槽内

初めて使用する場合は試運転前に「水ポンプ試運転」「初期設定運転」および「CWFV開閉確認」が必要です。
下記手順により試運転をしてください。

７－２.３　エラーコード表
リモコン ③容内検点②容内検点①容内検点示表グセ７
点検表示 緑 赤 (設置環境･設定不適合) (部品故障)

E1 連続 消灯 通常 リモコン・熱源機間通信異常
E10 連続 消灯 通常 リモコンへの接続台数オーバー
E31 連続 1回 E31 熱源機ｱﾄﾞﾚｽ№重複

熱源機ｱﾄﾞﾚｽ設定不良
E32 連続 1回 E32 電源欠相

電源逆相（輸出3相4線式のみ）
足不媒冷、）弁張膨、プンポ、弁量流水(障故水渇）放開(槽水Td異常(Tho-D1)E36-1回1続連63E

E37 連続 1回 E37-1 熱交ｾﾝｻ1断線(Tho-R1)
2回 E37-2 熱交ｾﾝｻ2断線(Tho-R2)
3回 E37-3 熱交ｾﾝｻ3断線(Tho-R3)
4回 E37-4 熱交ｾﾝｻ4断線(Tho-R4)
5回 E37-5 ガスクーラ水温センサ1(入口)断線（Tho-W1）
6回 E37-6 ガスクーラ水温センサ2(出口)断線（Tho-W2）
連続 E37-7 ガスクーラ温度センサ1(入口1)断線（Tho-G1）

E37-9 ガスクーラ温度センサ3(出口3)断線（Tho-G3）
E38 連続 1回 E38 外温ｾﾝｻ断線(Tho-A)
E39 連続 1回 E39-1 Ｔｄｾﾝｻ1断線(Tho-D1)

3回 E39-3 中間レシーバ入口温度センサ1断線（Tho-M1）
E40 連続 1回 E40 高圧ｽｲｯﾁ動作(63H1-1)        水槽(開放）渇水   故障(水流量弁、ポンプ、膨張弁）
E41 連続 1回 E41-1 ﾊﾟﾜﾄﾗ過熱(CM1) (1時間に5回)
E42 連続 1回 E42-1 ｶﾚﾝﾄｶｯﾄ（CM1）
E45 連続 1回 E45-1 ｲﾝﾊﾞｰﾀ、室外基板間伝送異常(CM1)
E48 連続 1回 E48-1 FMO1異常

熱源機ＬＥＤ

障故NAF、障故弁張膨、足不媒冷下以限下用使が温外低圧異常（PSL1作動）E49-11回続連E49
E51 連続 1回 E51-1 ﾊﾟﾜﾄﾗ過熱(CM1) (15分連続)
E52 連続 1回 E52-1 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ1断線（Tht-1）

2回 E52-2 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ2断線（Tht-2）
3回 E52-3 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ3断線（Tht-3）
4回 E52-4 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ4断線（Tht-4）
5回 E52-5 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ5断線（Tht-5）
6回 E52-6 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ6断線（Tht-6）
連続 E52-7 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ7断線（Tht-7）

E52-8 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ8断線（Tht-8）
E52-9 密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ9断線（Tht-9）
E52-10 開放式貯湯槽用水位センサ断線（WLS）
E52-11 開放式貯湯槽用貯湯水温センサ1断線（Tht-Op1）
E52-12 開放式貯湯槽用貯湯水温センサ2断線（Tht-Op2）
E52-13 開放式貯湯槽用貯湯水温センサ3断線（Tht-Op3）

E53 連続 1回 E53-1 吸入管温度ｾﾝｻｰ1断線(Tho-S1)
3回 E53-3 インジェクション入口温度センサ1断線(Tho-inj1）

E54 連続 1回 E54-1 低圧圧力ｾﾝｻ1断線(PSL)
低圧ｾﾝｻ1出力異常

2回 E54-2 高圧圧力ｾﾝｻ1断線(PSH)
高圧ｾﾝｻ1出力異常

3回 E54-3 中間圧圧力ｾﾝｻ1断線(PSM)
中間圧ｾﾝｻ1出力異常

E55 連続 1回 E55-1 ﾄﾞｰﾑ下温度ｾﾝｻ1断線(Tho-C1)
E56 連続 1回 E56-1 ﾊﾟﾜﾄﾗ温度ｾﾝｻ1断線(Tho-P1)
E58 連続 1回 E58-1 コンプ脱調異常（CM1）
E59 連続 1回 E59-1 ｺﾝﾌﾟ起動異常(CM1)
E61 連続 1回 E61-1 熱源機親・子機1間通信異常

2回 E61-2 熱源機親・子機2間通信異常
3回 E61-3 熱源機親・子機3間通信異常

E63 連続 1回 E63 緊急停止異常，AF異常
りま詰管配、障故プンポ水結凍管配、水渇常異プンポ水46EE64

E89 連続 1回 E89 制御基板CPU間通信異常
E90 連続 1回 E90-1 EEVH1断線

2回 E90-2 EEVH2断線
3回 E90-3 EEVG1断線
4回 E90-4 EEVG2断線

常異水溢oPE-31
oPE-32
oPE-34

M31
常異水渇M32
常異水断M34

異常全停止：「リモコン/７セグに"Exx-x"表示」＋「熱源機故障表示LED点等」

７

●長時間運転しない場合は、電源を切り、貯湯槽から水を抜いてください。水質が変化することがあります。

連続 1回

８

熱源機

熱源機
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注意

※システム全停止入力用（CnS1）とデマンド入力用（CnS2）のハーネスは出荷時に制御盤に設置されています。

本ハーネスは外部の制御盤(機器)からCO2給湯機の運転制御を行うためのハーネスです。
（a接点リレーは現地手配です。）

・取付けは、お買上げの販売店または専門業者に依頼してください。
・電気工事は電気工事士の資格のある方が施工し、必ず専用回路を使用してください。
・取付作業を行う前に必ずCO2給湯機と外部制御盤の元電源を切ってください。
・CO2給湯機の据付説明書をよく読んで注意事項を守ってください。

1. ハーネスを切断し、先端に丸型端子(現地手配)を付けてリレーに接続してください。
※外部入力は無電圧接点入力( 開放もしくは短絡 )です。制御盤の無電圧接点出力が可能の場合、リレーは不要です。

2. CO2給湯機制御基板にコネクタを接続してください。

1. 7セグ表示をSW8,SW9で変更させたい外部入力の表示(P○○)にしてください。
2. SW7を3秒長押しして表示を点滅させ、SW8,SW9で変更する機能の設定値に変更

してください。
3. SW7を3秒長押しして表示を点灯させてください。

以上で外部入力機能の変更作業は終了です。

*1 デマンド入力：右記のSW4-5, SW4-6の組合せで設定。
*2 2段階デマンド入力のデマンド率の設定：0%, 40%, 60%, 80%　　P22:OFF→000→040→060→080
*3 AF(アクティブフィルタ)異常発生時メンテナンスコード表示（給湯機は停止しない）
*4 AF(アクティブフィルタ)異常発生時エラー表示（給湯機を停止させる）

出荷時の各外部入力の機能は右記のとおりです。
※入力は無電圧接点入力となります。

機能は7セグ上の設定値にて下記手順で出荷時設定から変更可能です。
※7セグの各設定値と各機能の対応は右記の通りです。

外部入力用ハーネス取付説明書

1

2

1

2

運転入力

休止入力

運転指令

休止指令

 外部入力用ハーネス（コントロールボックス外側面に付属）…3本 

 取付要領 

外部入力の仕様

[外部入力機能の変更手順]

・運転指令と休止指令での運転制御を使用する場合は下記の回路で使用してください。
・運転入力と休止入力の同時入力は禁止です。同時入力の場合は休止が優先されます。
・貯湯槽温度センサを使用しない場合は以下の設定をしてください。

1. 24時間運転に切替：SW5-6をONにする。

2. 水温センサ本数を0にする。：P01(7seg)を”0”に設定。
※給湯機への貯湯槽温度情報がなくなりますので給湯機の基板上にoPE-32が常に表示されますが異常ではありません。

3. 給湯リモコンの設定：

[外部制御盤による運転制御時の注意点]

・回路図

CO2給湯機制御基板
a接点リレー
(現地手配)

運転制御盤
(AC又はDC出力)

茶…ファン防雪制御入力用（CnS3） 青…運転入力用（CnG1） 白…休止入力用（CnG2）

JST XAP-02V-1

外部入力 出荷時設定値 : 機能 7セグ表示 : 設定値
CNS1(緑)
CNS2(赤)
CNS3(茶)
CNG1(青)
CNG2(白)

0 : システム全停止入力
1 : デマンド入力
2 : ファン防雪制御入力
3 : 運転入力
4 : 休止入力

P25 : 0～7
P26 : 0～7
P27 : 0～7
P28 : 0～7
P29 : 0～7

設定値 機能 開放 短絡
0
1
2
3
4
5
6
7
8

システム全停止入力(親)
デマンド入力(親)*1

ファン防雪制御入力(親/子)
運転入力(親)
休止入力(親)
2段階デマンド入力(親)*2

AF異常（リモコン表示）(親/子)*3

AF異常（エラー表(親/子)*4

運転⇔休止入力（親）

停止
有効
無効
通常
通常
有効
無効
無効
休止

デマンド率
80%(出荷時)

60%
40%
0%

SW4-5
OFF
ON
OFF
ON

SW4-6
OFF
OFF
ON
ON

通常
無効
有効
運転
休止
無効
有効
有効
運転

①現地手配制御盤の動作に従うために停電保証を”無効”にしてください。
②スケジュールの休止設定も使用しないでください。
③リモコンでの設定は貯湯温度設定のみ設定してください

CnG1(青)

CnG2(白)

外部出力

MOLEX 5557

クロ

アカ

クロ

アカ

アカ
クロ

アカ
クロ

アカ
クロ

アカ
クロ

＋

－

5
1

1

＋12V

2
1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

＋

－

6
2

＋

－

7
3

＋

－

8
4

9
13

10
14

11
15

12
16

CnHアオ

CnYシロ

CnZ1アカ

CnZ2クロ

<4点熱源機リレー(現地手配)>
(推奨)オムロン製G6D-F4B
コイル抵抗720Ω以上

　　 運転出力 －CnH (コネクタ色：アオ)
　　 異常出力 －CnY (コネクタ色：シロ)
7seg設定出力 －CnZ1 (コネクタ色：アカ)
7seg設定出力 －CnZ2 (コネクタ色：クロ)

CO2給湯機制御基板

外部出力用ハーネス取付説明書

本ハーネスはCO2給湯器からの運転・異常信号の取出しを行うためのハーネスです。
（4点熱源機リレーは現地手配です。）

注意
・取付けは、お買上げの販売店または専門業者に依頼してください。
・電気工事は電気工事士の資格のある方が施工し、必ず専用回路を使用してください。
・取付作業を行う前は必ずCO2給湯機の元電源を切ってください。
・ハーネスは必ず熱源機リレーに接続した状態で使用してください。接続しないと感電や火災の原因となります。
・CO2給湯機の据付説明書をよく読んで注意事項を守ってください。

外部出力用ハーネス（コントロールボックス外側面に付属）…2本

青…運転出力用（CnH(アオ)） 白…異常出力用（CnY（シロ）） 赤…CnZ1（アカ）用 黒…CnZ2（クロ）用

※ハーネスは誤接続による短絡を防止するため、両端コネクタになっています。

1．ハーネスを中央で切断し、コネクタを2つに分けてください。
2．各ハーネスの先端に丸型端子（現地手配）を付けてリレー（現地手配）に接続してください。
3．CO2給湯機制御基板にコネクタを接続してください。

※外部出力は「プラスコモンのDC12V出力」です。接点リレーのコイル抵抗は720Ω以上にしてください。

 取付要領 

回路図

＜CNZ1,CNZ2設定方法＞

・７segのアドレス
CNZ1・・・Ｐ23（出荷時０…運転出力）
CNZ2・・・Ｐ24（出荷時１…異常出力）

設定値 機能
0
1
2
3
4
5

運転出力
異常出力

コンプＯＮ出力
ファンＯＮ出力

渇水出力
水ポンプ（DCWP）指令

設定値 機能
6
7
8
9
10
11

CWFV3バイパス出力
デフロスト出力
貯湯運転出力
保温運転出力

凍結防止運転出力
凍結防止ヒータ出力

設定値 機能
12
13
14
15

溢水出力
自動バックアップ運転出力

リモコンON出力
貯湯量出力

・P23,P24の設定値

①7seg：P94を40，P95を20と設定した場合、
貯湯量が40％まで低下すると出力ＯＮ，(40+20=)60％まで上昇するとOFFとなる。

※密閉式貯湯槽はセンサ本数が少ない時に注意！
②7seg：P94を80，P95を20と設定した場合、

貯湯量が80％まで低下すると出力ＯＮ，(80+20=)100％（満蓄）まで上昇するとOFFとなる。

＊0 ：運転出力は、凍結防止運転時（水ポンプのみ）も出力される。
＊2 ：コンプＯＮ出力は、文字通りコンプが運転すると出力される。
＊14 ：リモコンＯＮ出力は、リモコンの「運転／休止」ボタンを押して、「運転」に状態にした場合に出力される。
＊15 ：貯湯量出力は、親機である場合に7seg：P94およびP95の設定値により下図のように出力される。

・7seg：P94＋P95 の値が100を超えるときは、解除点を100とする。
・電源投入後の貯湯槽内貯湯量がディファレンシャル内（P94⇔P94+P95の間）のときは、外部出力ＯＮとする。

貯湯槽内
貯湯量

解除点

【注意】

外部出力ON

7seg：P95で幅の設定
・初期値10％
・範囲（10～30）

外部出力OFF

7seg：P94
・初期値30％
・範囲（10～90）

：7seg：P94+P95の値
(最大値100まで)

[設定例]

外部出力用ハーネス取付後、試運転を行い異常のないことを確認してください。

試運転

PCM012D017B 3231
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